　令和５年度上半期（第２四半期まで）のプランの目標達成状況　　　資料１

　１　県立学校の教員の時間外在校等時間の縮減
【目標１】　時間外在校等時間が月100時間以上の者を令和３年度からゼロにする。
【設定の考え方】
○　時間外在校等時間が月100時間以上となる状況は、１カ月でも業務と労働災害との関係性が認定される危険な水準であること。
○　校務の負担感の度合いはその内容や従事する教職員によって様々であるが、たとえ本人が大きな負担感を感じていない場合でも、家族との時間やプライベート時間、自己研鑽の時間をほとんど持てない生活となっていることが懸念されること。






　　
【各年度上半期の状況】
	
	各年度第上半期　時間外在校等時間が100時間以上の教員の延べ人数

	
	R2年度上半期
	R3年度上半期
	R4年度上半期
	R5年度上半期

	高等学校
	５７人
	５７人
	１９人
	３人

	支援学校
	０人
	１人
	０人
	０人

	県立学校計
	５７人
	５８人
	１９人
	３人



（参考）年度別時間外在校等時間が月100時間以上の教員の延べ人数
	年度
	令和元年度
	令和２年度
	令和３年度
	令和４年度

	高等学校
	1,854人
	97人
	70人
	21人

	支援学校
	3人
	1人
	1人
	0人

	県立学校計
	1,857人
	98人
	71人
	21人


　
　 
【目標２】　時間外在校等時間（週休日の部活動指導従事時間を除く。）が月45時間超、年360時間超の者を下記のとおり段階的に縮減する。
	時間外在校等時間
	令和３年度
	令和４年度
	令和５年度

	月45時間超
	令和２年度実績の５割減
	令和２年度実績の８割減
	ゼロ

	年360時間超
	
	
	


【設定の考え方】
○　週休日の部活動指導は、教員の長時間勤務の主な要因となっており、特に移動時間が多くを占める大会引率に従事する場合などは、時間外在校等時間が規則に定める上限時間に容易に達する傾向にあること。
○　一方で、週休日の部活動指導については、働き方改革の視点のほか、生徒の活動機会の保障の観点からの議論も必要であり、その在り方や縮減の方策については、国における部活動改革の議論も踏まえながら、今後、段階的に検討を重ねていく必要があるもの。
○　上記を踏まえ、本プラン期間中の目標としては、規則に定める上限時間を踏まえつつも、学校の実情を踏まえ、かつ段階的な設定とすることにより、当該業務以外の負担感の所在についても可視化し、学校における主体的取組を一層推進していくもの。
○　なお、週休日の部活動指導従事時間については、引き続き集計を行うものであり、【目標１)の進捗管理等を通じ、教職員の健康確保を図っていくもの。











　【月４５時間超】
　　〇時間外在校等時間（週休日の部活動指導従事時間を除く）が月45時間超の職員割合【プラン目標】

　　　①　各年度上半期比較
	　　５割

	【実績】令和２年度
上半期
	【実績】令和３年度
上半期
	【実績】令和４年度
上半期
	【実績】令和５年度
上半期

	高等学校
	１１．６％
	１０．０％
	１０．８％
	８．８％

	支援学校
	８．４％
	８．８％
	７．９％
	５．７％

	県立学校
	１０．６％
	９．６％
	９．９％
	７．８％



　　　②　各年度比較
	　　５割

	【実績】令和２年度
第１～第４四半期計
	【実績】令和３年度
第１～第４四半期計
	【実績】令和４年度
第１～第４四半期計

	高等学校
	１０．７％
	８．８％
	９．３％

	支援学校
	７．５％
	７．２％
	６．３％

	県立学校
	９．７％
	８．３％
	８．４％


　（参考）時間外在校等時間（週休日の部活動指導従事時間を含む）が月45時間超の職員割合
　　　①　各年度上半期比較
	　　５割

	【実績】令和２年度
上半期
	【実績】令和３年度
上半期
	【実績】令和４年度
上半期
	【実績】令和５年度
上半期

	高等学校
	３２．０％
	３２．７％
	３４．０％
	３２．６％

	支援学校
	８．５％
	９．２％
	７．９％
	５．８％

	県立学校
	２４．７％
	２５．３％
	２５．８％
	２４．２％



　　　②　各年度比較
	　　５割

	【実績】令和２年度
第１～第４四半期計
	【実績】令和３年度
第１～第４四半期計
	【実績】令和４年度
第１～第４四半期計

	高等学校
	２８．８％
	２６．３％
	２８．７％

	支援学校
	７．６％
	７．４％
	６．３％

	県立学校
	２２．２％
	２０．３％
	２１．６％



【年３６０時間超】
　　〇時間外在校等時間（週休日の部活動指導従事時間を除く）が年360時間超の職員割合【プラン目標】

	　　５割

	【実績】令和２年度（a）
	【実績】令和３年度
	【実績】令和４年度
	
	【R4目標】
(a)の８割減

	高等学校
	３０．３％
	２２．０％
	２９．０％
	
	６．０％

	支援学校
	２４．８％
	２４．５％
	２０．４％
	
	４．９％

	県立学校
	２８．６％
	２２．８％
	２６．３％
	
	５．７％


　（参考）時間外在校等時間（週休日の部活動指導従事時間を含む）が年360時間超の職員割合
	　　５割

	【実績】令和２年度
	【実績】令和３年度
	【実績】令和４年度

	高等学校
	５５．９％
	５４．６％
	５６．５％

	支援学校
	２５．１％
	２４．５％
	２０．６％

	県立学校
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